
冬号

こおりまち

VOL.

18

………

……………

………………………… ２

７
一般質問（８名登壇）

旧役場庁舎跡地は草ぼうぼう、
　　　　　いつになったら進むのか

議会報告・意見交換会 Ｑ＆Ａ

令和４年度
12月定例会

除
雪
の
準
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は
で
き
た

令和５年 131

出
動
は
い
つ
で
も
OK
だ
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12
月
定
例
会

条
例
制
定

◆
町
小
規
模
企
業
振
興
条
例

条
例
の
目
的

　
小
規
模
企
業
が
経
済
発
展
に

果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
振
興
に
関
す
る
基
本
理
念

を
定
め
、
町
及
び
小
規
模
企
業

等
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
小
規
模
企
業
の
振
興

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
持
続
的
な
発
展
及
び
町
民

生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

修
正
動
議
提
出

提
出
者　
岡
本
貴
士　
鈴
木
隆
志

修
正
の
理
由

　

第
５
条
３
に「
小
規
模
企
業

者
は
、
商
工
会
へ
の
加
入
等
に

よ
り
地
域
貢
献
～
」と
あ
る
。

『
商
工
会
へ
の
加
入
等
』は
限
定

は
し
て
い
な
い
が
、
既
に
制
定

し
た
自
治
体
で
は
限
定
し
て
い

る
た
め
、
町
民
に
誤
解
を
与
え

ぬ
よ
う
、
本
条
例
の
本
意
に

沿
っ
た
文
言
へ
修
正
す
る
。

修
正
案

　

前　
第
５
条
３ 

小
規
模
企

業
者
は
、
商
工
会
へ
の
加
入
等

に
よ
り
地
域
貢
献
及
び
地
域
経

済
の
活
性
化
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

  

後　
第
５
条
３ 

小
規
模
企
業

者
は
、
商
工
会
等
の
活
動
を
通

じ
て
地
域
貢
献
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

修
正
案　
全
会
一
致
で
可
決

討
　
論

修
正
案
を
除
い
た
原
文
に
対
し

　
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
中

で
一
番
大
事
な
の
は
、
第
四
条

（
町
の
役
割
）だ
。
そ
れ
が
た
っ

た
二
行
で
は
、
町
が
果
た
す
べ

き
役
割
が
不
明
で
、
あ
ま
り
に

も
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
よ
っ
て
本
案
に
賛
成
す
る

こ
と
は
で
き
ず
反
対
だ
。

　
ま
た
条
例
制
定
に
至
る
検
討

経
過
も
不
十
分
だ
。
国
見
町
で

は
あ
ら
か
じ
め
町
と
し
て
の
条

例（
案
）を
示
し
た
う
え
で
、
町

民
各
層
か
ら
な
る
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
で
は
な

い
か
。
こ
の
点
桑
折
町
と
し
て

も
大
い
に
学
び
、
今
後
に
生
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

齋
藤
松
夫
議員

反対

　
本
条
例
は
、
地
域
振
興
に
必

要
不
可
⽋
な
も
の
で
あ
る
。
本

条
例
の
制
定
に
向
け
て
取
り
組

ま
れ
た
商
⼯
会
の
皆
さ
ん
に
敬

意
を
表
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
こ
の
条
例
に
は
小
規
模
企
業

者
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
が

役
割
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
地

域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
及
び

町
民
生
活
の
向
上
へ
寄
与
す
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
お
い
て
も
町
民
一

体
と
な
り
小
規
模
企
業
を
応
援

し
て
き
た
が
、
制
定
を
機
に
繋

ぎ
手
と
な
る
町
の
役
割
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
考

え
る
。
こ
の
町
で
起
業
さ
れ
る

方
が
増
え
る
こ
と
で
町
活
性
化

に
繋
が
り
、
生
き
た
条
例
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
討
論
と

す
る
。 岡

本
貴
士
議員

賛成

川
名
静
子
議員

賛成

条
例
改
正

◆
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
桑
折
駅
前
団
地
の
戸
数
減
に

伴
う
改
正

　
対
象
戸
数 

➡ 

６
戸

◆
町
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
住

　
宅
条
例
の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
桑
折
駅
前
団
地
６
戸
の
用
途

廃
止
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
定

住
促
進
住
宅
が
６
戸
増
え
る
。

（
※
詳
し
く
は
５
８
２―

２
１
２
４
）

質
疑

　
問
い
合
わ
せ
内
容
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用

等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

◆�

町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◆�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

改
正
の
内
容

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
職
員
の
定
年
を
令
和

13
年
ま
で
に
60
歳
か
ら
65
歳
に

提出議案
条例制定１件、条例改正９件、補正予算６件、宣言
１件、発委１件の18件を可決した。

令和４年12月６日～12月12日

12 月 定 例 会

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

賛成 ８
反対 １
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12
月
定
例
会

討
　
論

（
第
８
号
）補
正
予
算
に
対
し
て

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

�

５
３
６
６
万
３
千
円

（
歴
史
文
化
エ
リ
ア
拠
点　
旧
伊
達

郡
役
所
南
側
土
地
取
得
費
他
）

・
子
育
て
支
援
事
業
費

�

３
７
８
４
万
２
千
円

（
認
定
こ
ど
も
園
整
備
費
補
助
金
）

・
橋
梁
災
害
復
旧
費

�

４
９
０
０
万
円

（
昭
和
大
橋　
財
源
の
変
更
）

・
小
学
校
災
害
復
旧
費

�

６
６
３
３
万
７
千
円

（
伊
達
崎
小
学
校　
追
加
増
額
分
）

※�

今
補
正
に
は
25
項
目
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
本
町
の
該

当
者
は
８
名
だ
。
ま
た
、
職
員

の
給
与
に
関
係
す
る
条
例
の
改

正質
疑

　
例
規
集
へ
の
書
き
換
え
時
期
、

公
益
法
人
の
該
当
団
体
名
等
の

質
疑
が
あ
っ
た
。

◆�

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
拠

し
、
職
員
の
給
料
表
、
期
末
勤

勉
手
当
支
給
率
等
を
改
正
。

・
支
給
額
合
計�

�

５
６
７
万
２
千
円

質
疑

　
人
事
委
員
会
勧
告
以
外
の
修

正
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

◆�

町
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　

対
象
期
間
を「
２
年
」か
ら

「
３
年
」に
延
長
す
る

◆
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
燃
油
価
格
等
の
高
騰
に
伴
い

入
湯
料
金
等
を
改
正
す
る

　
・�

現
３
５
０
円
～
50
円
ア
ッ

プ

質
疑

　
改
正
の
時
期
、
値
上
げ
金
額

の
根
拠
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

◆�
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
議
会
議
員
、
町
長
等
の
令
和

４
年
12
月
期
期
末
手
当
支
給
割

合
を
０
・
３
５
月
増
の
１
，
８

０
０
月
分
に
改
正

改
定
に
よ
る
支
給
額
増（
総
額
）

　
　
特
別
職
…
約
86
万
９
千
円

　
　
議　
員
…
約
93
万
５
千
円

議
会
提
出 

条
例
改
正

◆�

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
一
部
改
正

改
正
の
内
容

　
第
２
条
中
第
３
項
を
第
４
項

と
し
、
第
２
項
を
第
３
項
と
し
、

第
１
項
の
次
に
次
の
１
項
を
加

え
る
。

２�　
議
員
は
長
期
に
わ
た
る
欠

席
に
よ
り
、
自
ら
の
役
割
と

責
務
を
果
た
せ
ず
町
民
の
負

託
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
、
自
ら
の
進
退
を
潔
く

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
２
６
２
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

73
億
８
６
４
６
万
円
と
す
る
も

の
。

《
主
な
歳
入
》

〇
国
庫
支
出
金

・�
公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費

負
担
金

�

１
０
０
５
万
円

 

・�

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　

�
３
７
０
万
円

・�

防
災
・
減
災
対
策
等
強
化

　
推
進
事
業
補
助
金

�

６
２
０
０
万
円

・�

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
）

�

５
０
６
万
８
千
円

〇�

都
道
府
県
支
出
金

・�

県
安
心
こ
ど
も
基
金
特
別

　
対
策
事
業
補
助
金

�

２
４
６
９
万
２
千
円

・�

県
認
定
こ
ど
も
園
施
設

　
整
備
交
付
金

�

５
８
８
万
５
千
円

〇
地
方
債

・�

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
債

�

２
８
９
０
万
円

・�

防
災
・
減
災
対
策
等
強
化

　
推
進
事
業
債

�

▲
１
１
７
０
万
円

・�

地
域
振
興
施
設
災
害
復
旧

　
事
業
債�

１
１
０
０
万
円

《
主
な
歳
出
》

・�

住
民
税
均
等
割
世
帯
応
援

　
商
品
券
給
付
事
業

�

▲
１
８
６
３
万
８
千
円

　
対
象
世
帯
が
確
定

　
１
５
０
０
世
帯
➡
３
３
０
世
帯

・
子
育
て
応
援
商
品
券

　
給
付
事
業
費

�

１
６
２
４
万
４
千
円

（�（
0
～
18
歳
）一
人
一
万
円
分
の
商

品
券
給
付
）

・
出
産
・
子
育
て
応
援

　
交
付
金
事
業
費

�

５
５
５
万
円

・
道
路
維
持
管
理
費

�

５
５
０
万
円

（「
町
道
除
雪
計
画
」に
基
づ
き
消
耗

品
、
除
雪
機
械
借
上
げ
料
）

・
都
市
計
画
総
務
費

賛成 ６
反対 ３
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反　　　対　　　　　　 　　　　　　賛　　　成

齋 

藤 

松 

夫 

議
員

　本補正予算案には、一つ、地震で損壊した種徳
美術館対策を棚上げし、「観光立町方針」かとも受
けとめられるような、観光交流センター建設のた
めの、土地取得予算が計上された。二つ、「いまな
ぜ民営化なのか」の説明責任を果たさず、1,400人
もの町保育所等存続署名に対しても一顧だにせず、
町自らが決めた「第２期子ども子育て支援事業計
画」と真逆の、民営認定こども園開設予算が計上さ
れた。このような町民無視の政策には反対だ。

佐 

藤 

武 

朗 

議
員

　主な補正内訳は、住民生活に直結する物価対策
予算、今冬の除雪予算と伊達崎小学校、昭和大橋、
町民研修センターの災害復旧予算で一日でも早い
復旧を望む。また、「歴史文化エリア拠点整備事業」
に必要な土地取得。及び、福島蚕糸跡地の複合施
設整備の関係予算で、これらの予算は、「イオンモー
ル北福島（仮称）」の開設時期も２年後に迫り、「移
住・定住」「中心市街地活性化」等に繋がる大変重要
な予算であり賛成討論とする。

川 

名 

静 

子 

議
員

　本補正には、町民と直結する予算や小学校災害
復旧費、除雪関連経費等に反対する者ではない。
だが少ない園児を２つに分け、働く場がなくなる
やもしれない不安を抱えた職員達のこと。また、
宗教団体との関係も解明されず疑念を抱いたまま
整備費補助に賛成はできない。さらに歴史文化エ
リア拠点施設の土地購入、総合計画に[地域資源を
最大限に活かしたまちづくり」とある。その考え方
こそ「SDGs推進の町宣言」に相応しい。身の丈に
合ったまちづくりは町民の考え方です。

岡 

本 

貴 
士 
議
員

　本補正予算は、過去・現在・未来に向けてバラ
ンスのとれたものであり、⾼く評価できるもので
ある。本予算がコロナ禍、物価⾼に苦しむ町⺠の
元気と明るい未来につながることを期待して、賛
成討論とする。

鈴 

木 

隆 

志 

議
員

　町民生活にとって、大切な予算であることは十
分理解しているが、次の３点から反対とする
・�待機児童ゼロの町に於いて、なぜ「認定こども園」

を選定し、醸芳保育所を廃止してまで移行する
必要があったのかの説明が不十分である。

・�「認定こども園」移行に伴う条件が整ってから、
醸芳保育所移行を判断すべきで、協議途中で判
断すべきではない。

・�「認定こども園」の設置許認可申請中であり、認
可決定後、予算計上すべきである。

◆
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
事
業
勘
定
）（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
万
７
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
13

憶
５
６
７
７
万
４
千
円
と
す
る

も
の

《
主
な
歳
入
》

・
国
民
健
康
保
険
税

�

▲
94
万
６
千
円

・
繰
入
金�

71
万
３
千
円

《
主
な
歳
出
》

・
総
務
管
理
費

�
 

▲
６
万
８
千
円

・
基
金
積
立
金�

１
千
円

◆
町
介
護
保
険
特
別
会
計

　
（
保
険
事
業
勘
定
）（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
６
２
７
万
６
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
17
億
２

４
２
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の

《
歳
入
》

・
繰
入
金
▲
６
２
７
万
６
千
円

《
主
な
歳
出
》

・
総
務
費
▲
６
２
８
万
３
千
円

・
介
護
認
定
審
査
会
費

　
　
　
　
　
　
　
７
万
７
千
円

◆
町
公
共
下
水
道
事
業

　

�

特
別
会
計（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
20
万
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
２
億
９
２
５
３
万
６

千
円
と
す
る
も
の

《
歳
入
》

・
繰
越
金�

20
万
円

《
歳
出
》

・
総
務
費�

８
万
３
千
円

・
事
業
費�

11
万
７
千
円

◆
町
水
道
事
業
会
計（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出

支
出

・
営
業
費
用

�

２
８
９
万
９
千
円

・
特
別
損
失

�

20
万
２
千
円

【
議
員
派
遣
】

・
第
２
回
地
方
自
治
研
究

　

�

交
流
セ
ミ
ナ
ー

　
令
和
４
年　
12
月
16
日

　
国
見
町

・
第
３
回
地
方
自
治
研
究

　

�

交
流
セ
ミ
ナ
ー

　
令
和
５
年　
１
月
11
日

　
川
俣
町

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
視
察
調
査

　
令
和
５
年　
１
月
18
～
19
日

　

�

山
形
県
高
畠
町
及
び

　

�

山
形
県
朝
日
町

（第８号）補正予算に対する討論

◆
一
般
会
計（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
０
３
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を

73
億
８
７
４
９
万
９
千

円
と
す
る
も
の

《
歳
入
》

・
繰
越
金�

�

１
０
３
万
９
千
円

《
歳
出
》

・
職
員
人
件
費

�

１
０
３
万
９
千
円
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「ヘルスアップタウンこおり」宣言
　桑折町の豊かな自然と恵みの中で、私たちの心と体は育まれています。
　すべての町民が、健康で笑顔にあふれ、いつまでも幸せに桑折町で暮らし続けることは、
私たち共通の願いです。
　私たちは、「みんなが幸せを実感できる　元気なまち　こおり」の実現を目指し、町民一人
ひとりが健康の大切さを認識して、楽しく学び元気な体づくりを推進するため、ここに
「ヘルスアップタウン　こおり」を宣言します。

繰　越　明　許　費

款 項 事　業　名 金　　額

10災害復旧費 04文教施設災害復旧費 伊達崎小学校災害復旧事業 128,389千円

合　　　　計 128,389千円

議 案 審 議 結 果 表
令和４年第８回桑折町議会臨時会
○賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 羽根田ひとみ 石幡政子 岡本貴士 鈴木隆志 齋藤松夫 佐藤武朗 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否

議案第46号　令和４年度桑折町一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

○：賛成　　●：反対　　 ：討論者○全会一致で可決の議案
議案名 討論者

議案第45号 桑折町立伊達崎小学校災害復旧工事（第２期）請負契約の一部変更について
選挙第１号 公立藤田病院組合議会議員選挙について
選挙第２号 伊達地方衛生処理組合議会議員選挙について

令和４年第９回桑折町議会定例会
○賛否の分かれた議案
議案名� 議員名 羽根田ひとみ 石幡政子 岡本貴士 鈴木隆志 齋藤松夫 佐藤武朗 佐藤榮三 川名静子 半澤　高 原　賢志 議長 可否

議案第47号　桑折町小規模企業振興条例 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ― 欠 可決

議案第55号　令和４年度桑折町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ― 欠 可決

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　 ：討論者○全会一致で可決の議案
議案名 討論者 議案名 討論者

修正動議 議案第47号　桑折町小規模企業振興条例に対する修正案 齋藤松夫 議案第59号 令和４年度桑折町水道事業会計補正予算（第１号）
議案第48号 桑折町町営住宅条例の一部を改正する条例 議案第60号 「ヘルスアップタウンこおり」宣言

議案第49号 桑折町子育て世帯定住促進住宅条例の一部を改正する条例 議案第61号 桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例

議案第50号 桑折町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 議案第62号 桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
る条例

議案第51号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例 議案第63号 令和４年度桑折町一般会計補正予算（第９号）

議案第52号 桑折町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 発委第８号 桑折町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例

議案第53号 桑折町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除
及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例 特別委員会調査報告について

議案第54号 桑折町民研修センター条例の一部を改正する条例 所掌事務調査報告について

議案第56号 令和４年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正
予算（第３号） 議員の派遣について

議案第57号 令和４年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第２号）  閉会中の所管及び所掌事務調査申し出について

議案第58号 令和４年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） � ※報告は採決なし
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一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目
◎印の質問の概要を掲載しています

半　澤　　　高
（７ページ）

◎今年の各選挙（特に投票率）の総括と今後の方策は。
◎旧役場庁舎跡地は草ぼうぼう、いつになったら進むのか。
・蚕糸跡地の認定こども園の「名称」の公募を。
・半田銀山のさらなる情報発信と羽州街道沿いの整備を。

岡　本　貴　士
（８ページ）

◎�町民の声「町長は、世界平和統一家庭連合（旧統一教会）と関わりはないのか」をお預かりした。
町長に伺う。
・�町民アンケート71.4%の方が「町長選挙は、心配な結果である」と答えた（新聞折込調査９/27）そ
の結果に対する町長のお考えを伺う。
◎�町民の声（意見交換会）「除雪にそなえ、予算をしっかり確保してほしい」をお預かりした。町長
のお考えを伺う。
・�町民の声「今の対策では物価高による生活への影響が和らぐと期待できない」をお預かりした。
町長のお考えを伺う。
・町民の声「新型コロナ第８波の影響が心配だ」をお預かりした。町長のお考えを伺う。
・�私は、新聞折込チラシ、ホームページ、SNS、FAXなどで、ご意見を頂戴している。町の広聴
活動の取り組みを伺う。

鈴　木　隆　志
（９ページ）

・学校給食費支援実質無償化事業について
◎新型コロナウイルス感染及びインフルエンザ感染に対する対応について
◎認定こども園の今後の対応について
・「福島蚕糸跡地」町有地活用公募型プロポーザル審査委員会　最優秀者の選定について
・これからの幼児保育・教育のあり方に関する町の方針について

佐　藤　榮　三
（10ページ）

◎献上桃の郷ブランド維持と生産農家支援について
◎交流人口の拡大施策について
・降雪時の吹溜りへの対応について

川　名　静　子
（11ページ）

◎投票率が年々下がってきている状況を、どのように分析し対策を講じようとしているのか。
・安全に登下校できる通学路確保について　特に除雪後の歩道確保は充分か
◎「認定こども園」の定数及び「醸芳幼稚園」の職員体制について
・定員管理適正化計画について

佐　藤　武　朗
（12ページ）

◎「イオンモール北福島（仮称）の集客を活かした」本町の都市的土地利用について
・農業の振興策等について
・中心市街地の活性化につなげる施策について
◎町内会の「役員や民生委員・児童委員等のなり手不足」状況について

石　幡　政　子
（欠席）※

・町民が一丸となったSDGs推進について
・空き家を活用した移住・定住促進について
・商業施設のキャッシュレス化について

羽根田　ひとみ
（13ページ）

・地域防災力の強化と防災スピーカーの活用について
◎イコーゼの活用について
◎奨学金返還支援制度の導入について

齋　藤　松　夫
（14ページ）

◎�「旧蚕糸跡地プロポーザル公募事業」及び、「認定こども園の企画提案は民営化ではなく応募事業
者独自の民営事業であった」とした九月議会答弁（４番私が行った出来レースの疑いありの質問
への答弁を指す）に関して
・�政策転換にあたっての説明責任の遂行及び第２期こども子育て支援事業計画の中間見直しの進
捗状況について
◎認定こども園開設事業者と世界平和統一家庭連合（旧統一教会）との関係について
・�本町におけるパブリックコメント実施経過及び「歴史文化あり方提言書（案）」に対する意見募集
について
・自治基本条例制定について
・広域農道の県道への格上げ要望（伊達郡議員大会決議）について

町政を問う
８名登壇

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問

◇議員が事前通告した内容に基
づいて、一人持ち時間60分
で行われます。

◇内容は、質問者の責任におい
て作成されたものを掲載して
います。

◇質問項目は、通告によるもの
です。

◇議会ホームページ（録画）で過
去一年分までご覧いただけま
す。

※会議規則第61条第４項の規定により質問の通告をしたものが欠席のとき、通告はその効力を失う。
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役場跡地は草ぼうぼう今後は
１月には購入者募集とのこと半 澤 　 高 議員

問　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
は
宅
地

分
譲
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
民

間
の
事
業
者
が
購
入
し
た
が
、

建
物
撤
去
の
後
、
な
か
な
か
事

業
が
進
ま
ず
草
が
茫
々
と
生
い

茂
っ
て
い
る
。
い
つ
頃
か
ら
宅

地
に
関
す
る
工
事
が
始
ま
る
の

か
な
ど
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

町
と
し
て
何
ら
か
の
情
報
を
得

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
町
長　
宅
地
分
譲
に
つ
い

て
は
、
先
月
中
旬
の
町
お
よ
び

地
元
業
者
を
含
め
た
工
事
関
係

者
の
協
議
に
お
い
て
、「
現
在
、

開
発
許
可
申
請
中
で
、
今
月

（
12
月
）中
旬
に
は
造
成
工
事
に

着
手
し
、
来
年
１
月
に
は
購
入

希
望
者
を
募
る
意
向
で
あ
る
」

と
取
得
業
者
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

問　
民
間
業
者
と
し
て
対
応
が

遅
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
総
務
課
長　
土
地
売
買
契

約
書
の
内
容
に
沿
っ
て
い
る
。

投
票
率
ア
ッ
プ
の
方
策
は

　
　
　
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く

問　
今
年
は
、
参
議
院
議
員
選

挙
、
町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙
、
県
知
事
選
挙
と
各

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
、

特
に
10
代
や
20
代
と
い
っ
た
若

い
世
代
の
投
票
率
の
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
た
の
か
。
そ
の
結
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
の
総
括
を
伺
う
。

　
ま
た
、
来
年
は
町
議
会
議
員

の
本
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
町
民

に
と
っ
て
身
近
な
選
挙
で
あ
り

全
体
的
に
関
心
が
高
く
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
若
い
世
代
に
も

ぜ
ひ
関
心
を
も
っ
て
投
票
し
て

も
ら
う
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方

策
を
練
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

投
票
率
に
つ
い
て
は
、
若
年
層

の
投
票
立
会
人
へ
の
選
任
や
啓

発
資
材
の
配
付
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
な
ど
、
各

種
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、

全
体
的
に
低
い
数
値
で
あ
り
、

若
年
層
も
同
様
の
結
果
と
な
っ

た
。
今
後
に
お
い
て
も
向
上
に

向
け
有
効
な
方
策
に
つ
い
て
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

― やっと始まった工事 ―

これも 質 問
問　
認
定
こ
ど
も
園
の「
名
称
」公
募
を

　

答　
機
会
を
捉
え
て
設
置
事
業
者
に
伝
え
る

問　
半
田
銀
山
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を

　

答　
関
連
資
料
の
保
存
・
公
開
方
法
を
検
討
す
る
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町⺠の声「除雪予算を確保して」
550万円の補正予算を計上した 岡 本 貴 士 議員

問　
町
⺠
の
声（
意
⾒
交
換
会
）

「
除
雪
に
そ
な
え
、予
算
を
し
っ

か
り
確
保
し
て
ほ
し
い
」を
お

預
か
り
し
た
。
町
⻑
の
考
え
を

伺
う
。

答　
町
長　
除
雪
費
に
つ
い
て

は
、
例
年
以
上
の
低
温
・
降
雪

が
予
想
さ
れ
る
今
冬
へ
向
け
、

10
⽉
に
策
定
し
た「
桑
折
町
町

道
除
雪
計
画
」に
基
づ
き
、
従

来
の
町
職
員
に
加
え
、
町
内
⺠

間
業
者
に
よ
る
除
雪
作
業
に
よ

り
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

今
期
定
例
会
に
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。

声「
町
⻑
と
旧
統
⼀
教
会
の
関
係
は
」

　
　
関
わ
り
は
⼀
切
あ
り
ま
せ
ん

　

次
の
８
点
の
有
無
を
伺
う
。

町
議
員
時
代
も
含
め
て
。

問　
①
祝
電
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

の
送
付
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

②
広
報
紙
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
③
関
連
団
体
で
の
挨
拶

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
④
教
団
主
催
の
会
合
へ
の

出
席
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
⑤
教
団
や
関
連
団
体
へ
の

会
費
類
の
⽀
出
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
⑥
寄
付
や
パ
ー
テ
ィ
ー
券

な
ど
に
よ
る
収
⼊
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
⑦
選
挙
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
⽀
援
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
⑧
選
挙
で
の
組
織
的
⽀
援

や
動
員
等
の
受
け
⼊
れ
。

答　
町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。

町を動かす町⺠の声

これも 質 問
問　
町
⻑
選
挙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は

　

答　
多
く
の
町
⺠
か
ら
⽀
持
と
認
識
し
て
い
る

問　
コ
ロ
ナ
第
８
波
へ
の
対
策
は

　

答　
検
査
キ
ッ
ト
無
料
配
布
な
ど
、
取
組
み
を
推
進
す
る

問　
物
価
⾼
対
策
に
つ
い
て
は

　

答　
現
⾦
給
付
な
ど
を
実
施
、
今
後
、
国
県
の
動
向
注
視



一
般
質
問

議会だより●9

認定こども園、町民説明会開催は
事業の進捗に合わせ説明会を開催鈴 木 隆 志 議員

　
「
認
定
こ
ど
も
園
」に
関
す
る

説
明
会
が
７
月
以
降
開
催
さ
れ

て
い
な
い
。
11
月
に
開
催
さ
れ

た
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
に

お
い
て
も「
認
定
こ
ど
も
園
」に

関
す
る
質
疑
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
次
の
点
伺
う
。

問　
町
民
へ
説
明
会
開
催
後
も

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
の
選
定
、
保
育

所
を
完
全
移
行
す
る
に
至
っ
た

経
過
等
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
く
わ
し
い
記
載
が
な
く
、

町
民
に
は
十
分
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
。
今
後
、
町
民
に

対
す
る
説
明
は
、
ど
の
よ
う
に

す
る
考
え
か
。

答　
町
長　
こ
れ
ま
で
情
報
の

周
知
に
努
め
て
き
た
が
、
不
十

分
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
、
広
報
等
を
通
じ
周
知
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
利
用
す

る
で
あ
ろ
う
保
護
者
を
中
心
に
、

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
機
会

を
捉
え
、
説
明
会
を
開
催
し
て

い
く
。

予
防
接
種
助
成
対
象
者
の
拡
大
は

　
　
医
師
会
等
と
協
議
検
討
す
る

　
こ
の
冬
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
感
染
が

懸
念
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
共
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点

伺
う
。

問　
子
育
て
支
援
で
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
町
と
し
て
、
ま

た
、
若
年
層
で
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、
生
後
６
か
月
か
ら
18
歳

に
対
す
る
助
成
で
、
２
回
目
接

種
者
へ
の
助
成
、
３
人
目
接
種

者
は
無
償
化
す
る
な
ど
、
子
育

て
世
代
に
配
慮
し
た
助
成
見
直

し
が
今
後
必
要
と
考
え
る
。
今

後
の
対
応
は
。

答　
町
長　
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
お
知
ら
せ
版
で
周
知
し
て

い
る
制
度
で
実
施
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
妊
婦
に
つ
い
て
は
、

町
独
自
の
助
成
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
近
隣
市
町
・
医
師
会
等

と
協
議
の
う
え
、
次
年
度
に
向

け
検
討
す
る
。

想い出の歴史に幕を閉じるのか

これも 質 問
問　
町
外
幼
稚
園
、
通
園
者
に
対
す
る
給
食
費
無
償
化
は

　

答　
「
認
定
こ
ど
も
園
」以
外
の
幼
稚
園
は
対
象
外
だ

問　
「
認
定
こ
ど
も
園
」プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
最
優
秀
者
選
定
は

　

答　
提
案
説
明
・
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
評
価
を
行
っ
た
結
果

問　
町
方
針
の「
認
定
こ
ど
も
園
」を
誘
致
し
た
と
の
表
現
は

　

答　
「
認
定
こ
ど
も
園
」に
町
保
育
所
機
能
を
移
行
す
る
意
味
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ブランド維持と生産農家支援を
減収生じたとしても賠償対象外

交流人口の拡大を図る施策は
効果的な進入案内板を設置する

佐 藤 榮 三 議員

問　
新
規
就
農
者
へ
の
風
評
被

害
補
償
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

被
災
当
時
の
実
績
が
な
い
こ
と

か
ら
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
同

等
同
様
の
生
産
作
業
を
し
て
も

価
格
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

市
場
単
価
に
補
償
金
を
加
算
し

た
金
額
が
出
荷
単
価
に
な
っ
て

い
る
。
新
規
就
農
者
の
生
産
物

も
同
様
の
単
価
に
す
べ
き
と
思

う
が
。

　
総
合
計
画“
農
業
の
施
策
”に

「
農
業
後
継
者
の
育
成
強
化
と

新
規
就
農
者
の
確
保
、
支
援
」

が
謳
わ
れ
て
お
り
、
献
上
桃
ブ

ラ
ン
ド
を
守
る
た
め
に
も
、
生

産
意
欲
の
向
上
の
た
め
に
も
、

系
統
販
売
代
金
に
東
電
の
補
償

額
を
補
填
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　
町
長　
新
規
就
農
者
へ
の

賠
償
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
12

月
、
東
電
の
方
針
に
示
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。
今
後
、
町
と
し
て
東
電

と
の
交
渉
の
中
で
確
認
し
て
み

た
い
。

問　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
控

え
た
桑
折
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
の
旧
伊
達
郡
役
所
。

そ
の
進
入
路
案
内
板
を
国
道
沿
い
の

ホ
タ
ピ
ー
看
板
に
郡
役
所
の
切
り
抜

き
を
貼
り
付
け
る
な
ど
し
て
わ
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
。
町
内
各
所
の
案

内
看
板
の
点
検
、
修
繕
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　
町
長　
旧
伊
達
郡
役
所
に
つ
い

て
は
、
町
内
周
遊
の
拠
点
と
捉
え
て

お
り
、
国
道
4
号
線
か
ら
の
効
果
的

な
進
入
案
内
板
の
設
置
を
検
討
す
る
。

各
観
光
案
内
板
に
つ
い
て
は
来
訪
者

に
対
す
る
案
内
や
、
回
遊
促
進
の

ツ
ー
ル
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
随
時
点
検
を
行
い
必
要
に
応
じ

て
修
繕
や
更
新
を
行
う
。

これも 質 問

― 後継者の栽培技術が待たれる ―

問　
降
雪
時
の
吹
溜
り
対
策
は

　

答　
町
職
員
、業
者
、地
元
町
内
会
等
で
共
有
し
対
応
す
る



一
般
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議会だより●11

移動投票車を走らせては
先進事例を収集、研究する川 名 静 子 議員

　
平
成
14
年
に
約
88
％
あ
っ
た

投
票
率
が
22
年
に
は
73
・
６
％
、

今
年
は
60
・
７
％
と
年
々
下

が
っ
て
い
る
。
選
挙
管
理
委
員

会
と
し
て
総
括
・
分
析
し
対
策

を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

問　
次
の
選
挙
に
向
け
特
に
投

票
の
低
い
年
代
へ
の
投
票
率
増

対
策
は
。

答　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

新
有
権
者
・
若
年
有
権
者
に
対

し
向
上
に
向
け
た
有
効
な
方
策

を
研
究
す
る
。

問　
選
挙
公
報
を
よ
く
読
み
投

票
し
た
い
と
の
声
が
あ
る
。
告

示
日
の
配
布
は
ム
リ
か
。

答　
委
員
長　
法
の
規
定
か
ら

告
示
日
に
は
で
き
な
い
が
可
能

な
限
り
早
く
す
る
。

問　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
政
治
へ

の
関
心
、
仕
組
み
づ
く
り
を
学

ぶ「
子
ど
も
議
会
」の
開
催
を
な

ぜ
本
町
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
教
育
長　
体
験
的
に
学
ぶ

手
法
で
は
あ
る
が
、
必
要
な
教

育
を
先
に
学
習
さ
せ
る
。
手
間

や
効
果
を
具
体
的
に
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
慎
重
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

問　

 

「
投
票
所
で
待
つ
」か
ら

「
出
向
い
て
投
票
し
て
も
ら
う
」

移
動
投
票
車
を
走
ら
せ
て
は
。

答　
委
員
長　
全
国
で
の
先
進

事
例
を
収
集
し
研
究
す
る
。

撤
退
は
保
育
所
が
な
く
な
る
こ
と
だ

　
　
現
時
点
で
は
想
定
し
て
い
な
い

問　
令
和
３
年
度
の
０
歳
児
は

45
名
、
認
定
こ
ど
も
園
の
募
集

は
24
名
。
定
数
を
超
え
た
応
募

者
は
入
れ
な
い
の
か
。

答　
教
育
長　
町
の
方
針
待
機

児
童
ゼ
ロ
堅
持
か
ら
施
設
・
職

員
等
の
条
件
を
満
た
し
受
け
入

れ
る
。

問　
２
歳
児
の
定
員
は
48
名
、

３
歳
児
定
員
は
25
名
。
入
れ
る

基
準
は
何
。
誰
が
公
平
に
選
定

す
る
の
か
。

答　
教
育
長　
弟
・
妹
が
い
る

園
児
が
優
先
。
次
に
保
育
を
必

要
と
す
る
事
由
の
優
先
度
合
を

考
慮
決
定
す
る
。

問　
民
間
な
ら
撤
退
も
あ
る
。

対
策
は
考
え
て
お
く
べ
き
だ
。

な
ぜ
な
ら
町
に
は
保
育
所
が
な

く
な
る
か
ら
。

答　
町
長　
基
本
協
定
を
基
に

３
者
間
で
連
携
・
協
力
・
支
援

体
制
を
構
築
し
運
営
を
行
っ
て

い
く
こ
と
か
ら
撤
退
は
現
時
点

で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

― すでに多くの県が取り組んでいる移動投票 ―

これも 質 問
問　
除
雪
に
よ
り
安
全
な
通
学
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

　

答　
危
険
個
所
を
事
前
に
把
握
教
育
委
員
会
が
支
援
す
る

問　
定
年
延
長
制
度
導
入
に
よ
り
見
直
し
等
は

　

答　
計
画
の
職
員
数
と
大
き
な
乖か

い
離り

は
な
く
考
え
て
い
な
い
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１千万人以上の来店者どう活かす
拠点施設を整備、町内周遊を図る 佐 藤 武 朗 議員

問　
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
北
福
島

（
仮
称
）」は
新
聞
報
道
に
よ
る

と
年
間
1
千
万
人
以
上
の
来
客

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
あ
る
。

「
周
遊
促
進
策
を
開
業
時
ま
で

実
現
さ
せ
る
」か
、
若
し
く
は

「
周
遊
策
の
具
体
策
を
ま
と
め

る
必
要
」が
あ
る
の
で
は
、
所

見
は
。

答　
町
長　
町
内
の
活
性
化
と

交
流
・
関
係
人
口
の
拡
大
に

と
っ
て
絶
好
の
機
会
。
従
前
に

も
増
し
て
、
献
上
桃
や
桑
折
西

山
城
、
半
田
山
自
然
公
園
等
の

魅
力
あ
る
資
源
の
Ｐ
Ｒ
と
南
玄

関
口
で
あ
る
旧
伊
達
郡
役
所
を

中
心
に
、
情
報
発
信
を
含
め
た

「
歴
史
文
化
エ
リ
ア
」を
形
成
す

る
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
町
内

の
周
遊
を
図
る
。

問　
伊
達
桑
折
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
土

地
利
用
推
進
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

答　
町
長　
民
間
事
業
者
を
中

心
に
当
該
区
域
の
土
地
所
有
者

に
よ
る
地
権
者
会
が
設
立
す
る

方
向
に
あ
り
、
町
と
し
て
も
総

合
計
画
に
謳
う
複
合
型
流
通
業

務
形
成
に
向
け
、
法
令
に
基
づ

く
必
要
手
続
き
の
確
認
を
進
め

地
域
役
員
等
の
担
い
手
不
足
対
応
は

　
地
域
の
実
情
を
把
握
、
再
編
等
も

問　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
行
政
連
絡
員
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」等
の
な
り
手
不
足

の
懸
念
。
現
状
と
今
後
の
対
応

は
。

答　
町
長　
行
政
と
住
民
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
重
要
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
将
来
的
に
担
い

手
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
を
把

握
し
、
役
員
の
負
担
軽
減
や
組

織
の
再
編
等
も
視
野
に
、
地
域

住
民
と
連
携
し
、
安
定
的
な
確

保
に
努
め
る
。

て
い
る
。

問　
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

け
る「
地
区
計
画
」で
の
民
間
開

発
の
実
現
性
は
。

答　
町
長　
地
域
の
実
情
に
即

し
た
開
発
が
可
能
に
な
る
よ
う
、

「
町
地
区
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
」の

策
定
に
向
け
進
め
て
い
る
。

本町のランドマーク的な役割を

これも 質 問
問　
農
業
を
引
継
ぐ
後
継
者（
未
経
験
）へ
の
支
援
策
は

　

答　
町
単
独「
農
業
後
継
者
奨
励
金（
30
万
円
）の
給
付

問　
市
街
地
活
性
化
に「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
用
は

　

答　
有
効
な
手
段
、
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く



一
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イコーゼの利用者を増やす方策は
民間事業者の参入も含め研究していく羽根田 ひとみ 議員

問　
町
民
の
健
康
、
体
力
増
進

の
た
め
イ
コ
ー
ゼ
を
有
効
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
。
利
用
者
を

増
や
す
た
め
に
、
２
階
の
一
画

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
で
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
民
間

事
業
者
の
参
入
も
含
め
、
研
究

し
て
い
く
。

問　
水
泳
大
会
等
の
開
催
は
、

利
用
者
増
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

答　
町
長　
学
校
授
業
で
は
子

ど
も
達
の
泳
力
向
上
、
各
年
代

を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
で
は
、

町
民
の
健
康
維
持
増
進
に
と
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

水
泳
大
会
の
開
催
も
含
め
、
な

お
一
層
の
利
用
促
進
策
を
研
究

す
る
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
を

　
　
慎
重
に
調
査
・
研
究
を
進
め
る

問　
経
済
的
な
理
由
だ
け
で
進

学
を
諦
め
て
い
る
生
徒
が
い
る
。

ま
た
、
志
を
持
っ
た
多
く
の
若

者
が
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て

い
る
が
、
そ
の
返
還
が
大
き
な

負
担
と
な
り
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
未
来
を
担
う
若
者
を
応

援
す
る
こ
と
は
、
人
口
減
少
対

策
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の

リ
ー
ダ
ー
輩
出
、
更
に
は
児
童

生
徒
が
希
望
を
も
っ
て
学
べ
る

こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

奨
学
金
の
返
還
を
肩
代
わ
り
す

る「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」を

導
入
す
れ
ば
、※
Ｕ・
Ｉ・Ｊ
タ
ー

ン
者
の
移
住
が
見
込
め
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
少
子
化
対

策
が
急
務
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
地
域
に
は
産
婦
人

科
を
持
っ
た
医
療
機
関
が
無
い

の
が
現
実
で
あ
る
。
不
足
し
て

い
る
職
業
を
限
定
し
て
、
こ
の

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答　
教
育
長　
こ
の
制
度
に
つ

い
て
は
多
額
の
財
源
が
必
要
に

な
る
と
と
も
に
、
条
件
設
定
も

容
易
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い

く
。

健康と笑顔のために　笑顔でむかえています。

これも 質 問
問　
下
校
時
に
児
童
の
声
で
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
放
送
を

　

答　
関
係
機
関
・
団
体
と
協
議
す
る

※
Ｕ
タ
ー
ン
と
は
？
…�

地
方
出
身
者
が
都
市
部
へ
移
住
し
た
あ
と
で
、
再
び
出
身
地
へ

移
住
す
る
こ
と
。

　
Ｉ
タ
ー
ン
と
は
？
…�

都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
住
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
逆
の
場

合
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

　
Ｊ
タ
ー
ン
と
は
？
…�

地
方
か
ら
都
市
へ
移
住
し
た
あ
と
、
再
び
地
方
に
戻
る
と
い

う
点
で
Ｕ
タ
ー
ン
に
似
て
い
る
が
、
Ｊ
タ
ー
ン
は
元
々
い
た

土
地
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
方
に
近
い
、
規
模
が
少

し
大
き
な
都
市
に
移
住
す
る
こ
と
を
指
す
。



一
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齋 藤 松 夫 議員

旧
統
一
教
会
は
反
社
会
的
集
団
で
は

　
宗
教
団
体
な
の
で
断
定
は
で
き
な
い

問　
民
営
認
定
こ
ど
も
園
誘
致

問
題
で
、
旧
統
一
教
会
関
連
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で

伺
う
が
、
旧
統
一
教
会
は「
反

社
会
的
集
団
」で
あ
る
と
の
社

会
的
評
価
が
定
着
し
て
い
る
と

認
識
す
る
が
、
町
長
の
認
識
は

ど
う
で
あ
る
か
伺
う
。

答　
町
長　
こ
の
宗
教
団
体
が

国
会
議
員
、
地
方
議
員
と
の
関

係
の
あ
り
方
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

「
反
社
会
的
集
団
」と
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
状
況
を
見

守
り
た
い
。

問　
旧
統
一
教
会
の
教
義
は
日

本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
と

相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
考

え
る
が
、
教
育
長
の
認
識
を
伺

う
。

答　
教
育
長　
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
町
の
教
育
に
関
す
る

事
務
以
外
の
事
柄
に
つ
い
て
協

議
す
る
こ
と
は
な
い
。

これも 質 問
問　
民
営
化
問
題
で
パ
ブ
コ
メ
を
や
ら
な
い
理
由
は

　

答　
正
当
な
手
順
で
や
っ
た

問　
自
治
基
本
条
例
制
定
を

　

答　
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ

問　
広
域
農
道
の
県
道
へ
の
格
上
げ
は

　

答　
町
道
と
し
て
管
理
に
努
め
る

事業者独自の民営事業の説明求む
実施要領と質疑応答により選定

問　
蚕
糸
跡
地
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
お
け
る
企
画
提
案
は
、「
町

保
育
所
等
の
民
営
化
」で
は
な

く
、「
事
業
者
が
独
自
に
行
う

民
営
事
業
の
提
案
」だ
っ
た(

九

月
議
会
町
長
答
弁)

と
の
こ
と

だ
。
な
ら
ば
、
そ
の
企
画
提
案

に
あ
る
プ
ラ
ン
１
は
定
員
が
１

８
５
名
、
プ
ラ
ン
２
は
２
４
０

名
だ
。
そ
れ
だ
け
の
子
ど
も
を

ど
こ
か
ら
集
め
て
事
業
を
成
り

立
た
せ
る
の
か
疑
問
だ
。

　
こ
の
点
の
事
業
者
説
明
の
内

容
を
、
ま
た
、
こ
の
点
の
町
審

査
委
員
会
の
質
問
内
容
も
伺
う
。

答　
町
長　
事
業
者
選
定
は
実

施
要
領
の「
提
案
の
審
査
等
」に

基
づ
き
、
事
業
者
か
ら
の
提
案

説
明
及
び
質
疑
応
答
を
踏
ま
え

つ
つ
評
価
を
行
っ
た
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。「旧統一教会の被害者はまさに凄惨の一言に尽きる。」

　　― 被害者救済法成立後の記者会見での総理発言 ―
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

�

委
員
長 

川
名
　
静
子

　
　
９
／
２　
10
／
25

　
11
／
10　
12
／
１　
開
催

　
本
委
員
会
は
、
妊
娠
期
か
ら

就
学
前
に
か
け
て
の
子
供
家
族

を
対
象
と
す
る
支
援
制
度（
以

下
、
ネ
ウ
ボ
ラ
）の
本
町
で
の

成
果
を
合
計
特
殊
出
生
率
を
指

標
と
し
て
比
較
検
証
す
る
た
め

に
一
月
に
先
進
地
視
察
を
行
う
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
の
定
義
は

「
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性

の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た

も
の
」で
あ
り
、
一
般
に「
一
人

の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子

供
の
数
」と
解
釈
さ
れ
る
。

　
本
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

1
・
38
で
あ
る
。
本
町
よ
り
合

計
特
殊
出
生
率
の
高
い
、
山
形

県
高
畠
町（
1
・
52
）、
山
形
県

朝
日
町（
1
・
49
）を
視
察
先
と

し
て
両
町
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
特
徴

的
な
取
り
組
み
の
視
察
を
行
い

本
町
の
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り
組
み

と
比
較
検
討
し
、
ど
う
す
れ
ば

本
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
改

善
を
進
め
る
事
を
期
待
し
て
調

査
を
進
め
て
く
る
。

９
／
13
・
16
・
27
・
30　
　
　

10
／
４
・
25
・
26　
11
／
29 

開
催

　
本
委
員
会
に
託
さ
れ
た
調
査

項
目
は
四
年
間
を
通
し
て
、「
住

民
参
加
」「
情
報
公
開
の
推
進
」

を
テ
ー
マ
に
進
め
て
き
た
。
住

民
参
加
」で
は
議
会
報
告
・
意

見
交
換
、
町
民
会
議
の
開
催
、

そ
し
て「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
ら
の
意

見
を
集
約
し
精
査
、
議
論
し
て

「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」に
載
せ

て
い
く
ス
タ
ー
ト
の
重
要
な
役

割
を
担
当
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
阻
ま
れ
活
動
も
計

画
通
り
に
い
か
な
い
状
況
が
、

ま
だ
続
い
て
は
い
る
が
、
２
年

ぶ
り
に
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
を
、
４
地
区
で
行
っ
た
。
各

会
場
か
ら
出
た
意
見
、
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
今
冬
号
の

中
に
掲
載
し
て
あ
る
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
参
加

し
て
良
か
っ
た
」「
意
見
も
十
分

伝
え
ら
れ
た
」と
の
感
想
を
頂

い
た
。

　
最
終
年
度
を
迎
え
、
皆
さ
ま

と
の
接
点
を
で
き
る
だ
け
多
く

持
ち“
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
”

を
目
指
し
て
い
く
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

�

委
員
長 

佐
藤
　
榮
三

 

10
／
13　
11
／
１
・ 
10　
開
催

　

教
育
文
化
課
長
か
ら
民
営

「
認
定
こ
ど
も
園
」開
設
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
進
捗
状
況
、

総
合
政
策
課
長
か
ら
は
桑
折
町

に
お
け
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」に

基
づ
く
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
の
説
明
を
う
け
、質
疑
を
行
っ

た
。

　
今
後
に
向
け
て
は
、
今
定
例

会
で
の
質
問
・
質
疑
の
結
果
も

踏
ま
え
、「
委
員
間
討
議
」を
深

め
調
査
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

「
歴
史
文
化
エ
リ
ア
整
備
構
想

問
題
」に
つ
い
て
は
、
そ
の
他

所
管
に
関
す
る
事
項
の
な
か
で
、

「
委
員
会
討
議
」を
中
心
に
対
処

し
て
い
く
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

委
員
長 
齋
藤
　
松
夫

ら
れ
る
。

①「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」を
取

り
入
れ
て
い
る
議
会
と
し
て
、

予
算
決
算
の
審
議
を
い
か
に
政

策
形
成
に
結
び
付
け
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
り
、
審
議
途
上
に

お
け
る「
自
由
討
論
」「
政
策
討

論
会
」の
実
施
を
有
効
に
活
用

す
る
。

②
議
会
活
動
に
も
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
予
算
決
算
の
審
議
に
お
い

て
裏
付
け
と
な
る
情
報
を
可
能

な
限
り
デ
ー
タ
と
し
て
求
め
る
。

③
引
き
続
き
議
案
書
の
早
期
配

布
を
求
め
る
。

１
．
調
査
事
件

　

�

予
算
決
算
の
審
議
の
あ
り
方

に
つ
い
て

２
．
調
査
の
目
的

　

�

効
率
的
な
予
算
決
算
審
議
の

た
め

３
．
調
査
の
経
過

　

�

令
和
２
年
12
月
か
ら
令
和
４

年
11
月
ま
で

　
当
初
は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
の
設
置
を
目
指
し
調
査
を

進
め
て
き
た
が
分
科
会
方
式
に

よ
る
審
議
な
ど
議
員
全
員
が
予

算
・
決
算
の
細
部
の
審
議
に
加

わ
れ
な
い
等
の
問
題
点
に
直
面

し
た
。

　
本
年
７
月
に
実
施
し
た
川
俣

町
議
会
・
予
算
決
算
常
任
委
員

会
の
視
察
を
経
て
、
桑
折
町
議

会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
審

議
方
法
で
あ
る
本
会
議
で
の
全

議
員
に
よ
る
審
議
を
踏
襲
し
な

が
ら
部
分
的
に
改
善
し
て
い
く

の
が
良
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　
な
お
、
予
算
決
算
の
審
議
充

実
の
た
め
に
今
後
取
り
組
む
べ

き
事
項
と
し
て
次
の
点
が
あ
げ

　
10
／
６
・
18
・
20　
11
／
10
・
22
・
28　
開
催

議
会
運
営
委
員
会�

委
員
長 

半
澤
　
高

委 

員 

会 

調 

査 

報 

告

委 

員 

会 

報 

告
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１
．
調
査
事
件

�　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）対
策

に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

２
．
調
査
の
目
的

�　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）対
策

に
関
す
る
調
査
の
た
め

３
．
調
査
の
経
過

　
令
和
２
年
６
月
に
本
特
別
委

員
会
を
設
置
し
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
本
年
９
月
に
中
間
報
告

を
行
い
、
今
回
最
終
報
告
を

行
っ
た
。
調
査
報
告
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

４
．
調
査
の
結
果

　
全
国
的
に
１
日
の
新
規
感
染

者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
福

島
県
に
お
い
て
は「
感
染
流
行

の
第
8
波
に
入
っ
た
」と
の
認

識
が
示
さ
れ
た
。
本
町
に
お
い

て
新
規
感
染
者
数
や
感
染
経
路

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
今
後
も
基
本
的

な
感
染
予
防
対
策
の
強
化
と
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）

対
策
調
査
特
別
委
員
会�

委
員
長 

原
　
賢
志

た
め
の
啓
発
活
動
を
工
夫
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
や
病

床
確
保
、
そ
し
て
地
域
経
済
活

動
の
安
定
化
の
た
め
に
、
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
推
進

に
向
け
た
全
町
民
を
対
象
と
し

た
補
助
を
行
う
こ
と
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
仮
に
病
床
使
用
率
が

上
昇
し
対
策
強
化
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
場
合
、
県
内
各
地
域
の

状
況
を
踏
ま
え
た
発
令
と
な
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
地
域

経
済
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、

適
切
な
経
済
支
援
策
を
講
ず
る

よ
う
望
み
最
終
報
告
と
す
る
。

特
別
委
員
会
調
査
報
告

財
団
法
人 

桑
折
町
振
興
公
社

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
そ
れ
に
、
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
原
油
・

穀
物
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
円

安
に
よ
る
輸
入
物
価
が
、
重
く

の
し
か
か
っ
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
で
は
、
宴

会
需
要
が
急
減
し
、
食
材
等
の

度
重
な
る
値
上
げ
に
よ
り
収
益

を
圧
迫
す
る
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
六
次
化
商
品
で
は
、７
月
の
値

上
げ
移
行
も
売
上
数
量
は
前
年

比
増
を
確
保
し
た
が
、製
造
単

価
等
の
値
上
が
り
が
続
い
て
お

り
、厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
桑
折
町
の
食
と

農
の
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
振
興
・
交
流
人
口
の
拡
大

等
努
め
て
い
く
。

Ｑ�

伊
達
崎
マ
ル
シ
ェ
の
４
・
５

月
公
社
独
自
開
催
は
。

Ａ�

来
年
も
計
画
し
て
継
続
し
て

い
く
。

Ｑ�

伊
達
崎
小
学
校
５
年
生
が
開

発
し
た
ピ
ザ
の
販
売
は
。

Ａ�

原
料
費
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、

予
約
販
売
し
て
い
る
。
持
っ

て
食
べ
る
に
は
大
き
い
サ
イ

ズ
な
の
で
、
改
良
し
な
が
ら
、

今
後
も
継
続
販
売
し
て
い
く
。

土
地
開
発
公
社
桑
折
町
事
務
所

　
事
業
執
行
状
況
報
告
に
よ
る
と
令
和
４
年

度
は
、
新
規
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
特
に
問
題
な
い
。

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況
報
告

令和４年度「ピザスタ」売上・利用者状況報告
（上半期　４月～９月）

項目 内容等 令和４年度
（上半期）

前年度
（上半期） 比較増減 対前年比

レストラン 来店者数

男 2,468人 2,833人 ▲365人 87.1%

女 4,666人 5,265人 ▲599人 88.6%

計 7,134人 8,098人 ▲964人 88.1%

売 上 高
物産品売上 435,285円 446,655円 ▲11,370円 97.5%

飲 食 売 上 21,088,922円 19,768,001円 1,320,921円 106.7%

事業仕入高 原 材 料 費
6,540,469円 5,999,247円 541,222円 109.0%

31.01% 30.34% 0.67% 102.2%

人件費支出 人 件 費
5,767,390円 5,230,598円 536,792円 110.3%

27.34% 26.45% 0.89% 103.4%

体 験 事 業 ピザ作り体験
3回 1回 2回 300.0%

33人 4人 29人 825.0%

　　　損益計算書 　 　（単位：円）
項　　　目 令和４年度 令和３年度

１ 事業収益
⑴公有地取得事業収益 0 0

２ 事業原価 0 0
事 業 総 利 益 0 0

３ 販売費及び一般管理費 1,320 1,320
事　業　損　益 1,320 1,320

４
事業外収益 64 42
⑴受取利息 64 42
⑵雑収益 0 0

５ 事業外費用
⑴支払利息 0 0

経　常　損　失 1,256 1,278
６ 特別損失 0 0

当　期　純　損　失 1,256 1,278
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令
和
４
年
度
第
８
回
臨
時
会

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月

28
日
発
行
の「
議
会
だ
よ
り
」臨

時
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）の
採
決
に
お
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
６
２
８
万
３

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

71
億
４
３
８
３
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

〈
主
な
歳
入
〉

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

�

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

�

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

�

７
５
５
８
万
３
千
円

〈
主
な
歳
出
〉

�

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
費

�

３
３
０
万
円

討
　
論

　
次
の
理
由
で
反
対
す
る
。

　
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
を
財

源
と
し
て
物
価
高
騰
対
策
を
行

う
こ
と
は
重
要
。
し
か
し
、
本

町
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
が
１

１
０
０
戸
、
同
均
等
割
世
帯
が

１
５
０
０
戸
と
い
う
低
所
得
状

況
の
中
に
あ
る
。
旧
郡
役
所
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事

業
に
３
０
０
万
円
も
の
予
算
を

計
上
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱

く
。「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
記
念
事
業
」は「
同
セ
レ
モ

ニ
ー
」に
縮
小
し
、
暮
ら
し
を

守
る
予
算
に
回
す
べ
き
だ
。

　
今
回
の
補
正
は
、
物
価
高
騰

対
策
が
主
な
も
の
で
あ
り
個
人

に
限
ら
ず
事
業
者
に
対
し
て
も

広
く
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

財
源
の
ほ
と
ん
ど
が
交
付
税
で

あ
る
。
下
半
期
の
給
食
費
全
額

無
償
化
は
公
約
の
一
つ
で
あ
る
。

今
後
も
、
子
育
て
支
援
施
策
が

継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

齋
藤
松
夫
議員

反対

原　

賢
志
議員

賛成

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
の
声

佐
々
木
明
モ
ニ
タ
ー

・「
議
会
だ
よ
り
」の
補
正

　

�

予
算
審
議
、
討
論
内
容
等
傍

聴
よ
り
解
り
や
す
か
っ
た
。

・
詳
し
い
説
明
が
欲
し
い
。

　

�

財
源
増
の
要
因
、
歳
出
増
の

理
由
、
増
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
。

・�

わ
が
町
の
議
員
を
わ
か
ら
な

い
人
が
多
い
。「
議
会
だ
よ

り
」に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

⃝

詳
し
い
説
明
に
心
掛
け
ま
す
。

議
員
の
掲
載
に
つ
い
て
は
可
能

か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

臨
時
会

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

功
労
表
彰

　
去
る
11
月
16
日
町
表
彰
式
に

お
い
て
、
町
議
会
議
員
12
年
以

上
在
籍
者
佐
藤
武
朗
議
員
に
、

功
績
顕
著
と
し
て
、
功
労
賞
が

贈
ら
れ
た
。

次のことに注力し、邁進し
てまいります。
・�本町の自然・歴史・文化
を大切にし、次世代につ
ないでいく。
・�各種施設の利活用を促進
していく。
・�つながりを大切にして支
え合う、明るい「地域力」
を高めていく。

　より良い桑折町を次世代
に継承することを基本方針
とし、町民の誰もが安心し
て暮らせる町、そして若者
が夢を持って暮らせる町づ
くりを町民の皆様と共に実
現していくことを目標に議
員活動に邁進してまいりま
す。

・
議
席
順

新
議
員
紹
介

編
集
委
員
が

交
替
し
ま
し
た

議
会
と
町
民
の
架
け
橋
に

羽
根
田
ひ
と
み 

議
員

石
幡　
政
子 
議
員

賛成 ９
反対 １
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意見交換会意見交換会
　議会だよりを基に、片平議長が９月定例会
内容を説明し、その後意見交換が行われた。
各会場で頂いた意見をＱ＆Ａで概要を掲載
しました。頂いた意見・要望等は、今後の
議会活動の中で活かしていきます。
　ありがとうございました。

Ｑ
令
和
３
年
扶
助
費
が
増
え
た

の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
非
課
税
世
帯
に
支
援
を
行
っ

た
た
め
で
す
。

Ｑ
財
政
調
整
費
を
町
預
金
で
は

な
く
国
債
や
県
債
に
運
用
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
に

取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
今
回
の
参
加
者
が
少
な
い
。

ど
ん
な
周
知
を
し
た
の
か
。

Ａ
各
戸
配
布
と
議
会
だ
よ
り
で
。

Ｑ
町
内
会
長
等
に
お
願
い
し
て

増
や
す
努
力
を
願
い
ま
す
。

Ａ
春
は
１
カ
所
で
秋
は
４
地
区

で
実
施
、
増
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
議
会
だ
よ
り
Ｐ
１
の
要
望
の

返
事
は
い
つ（
１
伊
達
崎
橋

の
整
備
、
県
道
拡
幅
及
び
歩

道
整
備
、
２
藤
田
病
院
常
勤

医
師
の
確
保
等
の
県
へ
の
支

援
の
要
望
）

Ａ
11
月
16
日
に
県
議
３
名
と
県

に
行
く
の
で
そ
れ
か
ら
で
す
。

Ｑ
町
に
は
22
億
も
の
預
金
が
あ

る
の
に
な
ぜ
国
に
借
金
す
る
。

Ａ
国
の
補
助
が
出
る
際
、
残
り

の
借
金
分
は
後
で
戻
る
。

Ｑ
研
修
は
大
学
の
先
生
だ
け
で

な
く
民
間
で
活
躍
し
て
い
る

人
で
。
先
日
、
糖
度
25
％
桃

の
木
の
入
札
の
話
を
聞
い
た
。

補
助
金
ば
か
り
あ
て
に
し
な

い
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る

研
修
を
し
た
方
が
良
い
の
で

は
。
努
力
し
て
欲
し
い
。

Ａ
そ
の
よ
う
に
思
う
。
詳
し
く

教
え
て
欲
し
い
。

Ｑ
除
雪
計
画
を
教
え
て
下
さ
い
。

昨
年
国
見
町
は
綺
麗
だ
っ
た
。

Ａ
町
に
は
除
雪
機
が
４
台
し
か

な
い
の
で
、
早
め
に
計
画
し

業
者
に
依
頼
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
国
道
、
県
道
、
町
道
の

地
図
を
基
に
通
学
路
等
優
先

順
位
を
考
え
計
画
し
て
い
く
。

Ｑ
県
知
事
選
の
投
票
率
、
本
町

は
49
・
36
と
低
い
。
議
員
が

働
き
か
け
投
票
率
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
自
主
財
源
何
％
な
ら
健
全
な

の
か
。

Ａ
調
べ
て
答
え
ま
す
。

Ｑ
新
人
議
員
の
抱
負
は
何
か
。

Ａ
今
あ
る
も
の
を
活
用
し
て
新

し
い
企
画
を
計
画
し
て
い
く
。

若
い
世
代
に
継
承
し
て
ゆ
き

た
い
。
も
ち
ろ
ん
年
配
の
方

も
住
み
や
す
い
町
に
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
牛
沢
地
区
の
道
路
が
狭
い
。

他
地
区
よ
り
整
備
が
遅
い
。

Ａ
イ
ン
タ
ー
周
辺
な
の
で
こ
の

地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
。

Ｑ
定
例
会
で
は
皆
さ
ん
一
般
質

問
を
し
て
下
さ
い
。

Ａ
指
導
し
て
い
く
。

Ｑ
睦
合
小
が
複
式
学
級
と
な
る

よ
う
だ
が
、
他
の
地
区
で
は

あ
る
の
か
。
皆
さ
ん
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
地
区
住
民
の
方
と
相
談
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
町
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
Ｈ
Ｐ

に
載
せ
て
欲
し
い
。

Ａ
担
当
課
で
確
認
し
ま
す
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
若
い
人

は
打
た
な
い
の
で
は
。

Ａ
打
っ
て
も
ら
う
よ
う
す
す
め

て
い
く
。

Ｑ
小
学
校
の
通
学
路
に
危
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。

Ａ
確
認
し
ま
す
。

Ｑ
下
成
田
は
家
が
建
て
ら
れ
な

い
。
地
域
改
善
を
願
い
た
い
。

Ａ�

各
区
整
備
に
当
た
る
方
向
で

　
34
条
11
号
で
地
区
開
発
を
や

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ
伊
達
の
方
が
発
展
し
て
い
る
、

　
桑
折
も
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
福
島
北
道
路
延
伸
を
国
へ
重

ね
て
お
願
い
し
て
い
く
。

Ｑ
猪
は
減
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
半
田
は
５
割
減
っ
た
。
豚
熱

で
７
割
自
然
減
。

　
（
昨
年
は
ク
マ
19
頭
、
猿
15

匹
、イ
ノ
シ
シ
51
頭
を
捕
獲
）

Ｑ
敬
老
会
祝
、
桑
折
は
75
歳
だ

が
福
島
は
77
歳
だ
っ
て
。

Ａ
１
０
０
歳
時
代
で
す
か
ら
ね
。

10/3110/31桑折桑折

11/111/1睦合睦合



議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

議会だより●19

議会報告議会報告・・議会基本条例に基づく議会基本条例に基づく
町民の皆様との町民の皆様との

Ｑ
議
員
は
政
策
会
議
決
定
過
程

を
全
て
知
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
新
総
合
計
画
に
保
育
所
の
民

営
化
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
前
段
の
政
策
会
議
内
容

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
政
策
会
議
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

Ａ
政
策
会
議
の
結
果
は
き
ち
ん

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

Ｑ
会
議
の
内
容
を
公
に
し
な
い

と
住
民
意
見
と
乖
離
が
お
き

る
の
で
は
。

Ａ
町
民
意
見
が
反
映
で
き
る
よ

う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

Ｑ
認
定
こ
ど
も
園
の
指
名
業
者

理
事
長
は
旧
統
一
教
会
と
の

関
係
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を

議
会
で
ど
ん
な
議
論
し
た
か
。

Ａ
指
名
業
者
は
元
総
理
事
件
前

は
旧
統
一
教
会
と
の
関
わ
り

は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
事
件

後
の
関
係
は
な
い
。

Ｑ
今
回
の
問
題
に
対
し
き
ち
ん

と
説
明
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ
説
明
会
は
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
決
算
認
定
は
こ
ど
も
園
の
部

分
を
切
り
離
し
採
決
で
き
る

か
。

Ａ
制
度
上
分
け
て
は
で
き
な
い
。

Ｑ
議
員
は
棄
権
し
て
は
な
ら
な

い
旨
の
議
長
発
言
は
本
当
か
。

Ａ
議
員
は
議
案
に
対
し
賛
成
・

反
対
の
態
度
を
示
す
こ
と
が

仕
事
だ
と
い
う
発
言
は
し
た
。

Ｑ
議
員
の
棄
権
を
認
め
な
い
議

長
発
言
は
問
題
で
は
な
い
か
。

Ａ
そ
ん
な
発
言
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ
町
に
は
負
債
が
48
億
円
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
返
済
す
る
の
か
。

Ａ
事
業
を
行
う
た
め
の
借
入
金

の
主
な
返
済
原
資
は
国
か
ら

の
交
付
税
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
今
日
の
内
容
を
議
会
は
ど
の

様
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

Ａ
頂
い
た
意
見
は
議
会
の
中
で

共
有
し
協
議
し
て
い
く
い
。

Ｑ
認
定
こ
ど
も
園
の
事
業
者
自

ら
の
責
任
で
地
元
へ
の
説
明

会
を
開
催
す
る
よ
う
議
会
か

ら
言
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
そ
の
よ
う
に
段
取
り
を
す
る
。

Ｑ
旧
統
一
教
会
と
関
係
の
あ
る

理
事
長
が
こ
ど
も
園
を
運
営

す
る
問
題
だ
。
議
会
で
き
ち

ん
と
話
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る

事
は
承
知
し
て
い
る
。

Ｑ
町
民
と
の
合
意
形
成
を
図
っ

て
か
ら
業
者
を
選
ぶ
べ
き
だ

辞
め
ら
れ
な
い
の
か
。

Ａ
こ
の
話
は
保
育
所
民
営
化
が

謳
わ
れ
て
い
る
総
合
計
画
が

で
き
る
前
、
令
和
２
年
12
月

頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
後
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
民
営

化
の
業
者
が
決
ま
っ
た
。

Ｑ
総
合
計
画
に
謳
わ
れ
て
い
て

も
業
者
の
理
事
長
が
旧
統
一

教
会
と
関
係
が
あ
る
な
ら
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
は
。
こ

の
ま
ま
進
め
ば
町
民
に
対
す

る
裏
切
り
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
理
事
長
と
旧
統
一
教
会
と
の

関
係
問
題
が
起
き
る
前
か
ら

保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て
は

多
く
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。

Ｑ
伊
達
崎
橋
、
昭
和
大
橋
の
年

度
中
に
開
通
す
る
見
通
し
は
。

Ａ
復
旧
に
つ
い
て
は
議
員
大
会

で
県
関
係
部
署
へ
要
望
を
ま

と
め
伝
え
に
い
く
。

　
昭
和
大
橋
は
本
年
度
中
に
開

通
す
る
見
通
し
だ
。

Ｑ
罹
災
証
明
等
各
被
災
者
支
援

制
度
の
手
続
き
窓
口
を
一
元

化
し
て
。

Ａ
善
処
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｑ
立
候
補
の
手
続
き
を
電
子

デ
ー
タ
化
し
て
欲
し
い
。

Ａ
町
の
方
へ
伝
え
た
い
。

Ｑ
新
規
農
業
者
に
原
発
事
故
の

補
償
が
な
い
の
は
お
か
し
い
。

Ａ
東
電
が
補
償
し
て
る
事
だ
が

町
へ
も
提
言
し
て
い
く
。

Ｑ
こ
の
地
域
で
は
家
が
建
て
に

く
い
。
法
律
的
な
問
題
な
ら

変
え
れ
ば
良
い
。
前
向
き
に

取
組
ん
欲
し
い
。

Ａ
農
地
法
の
関
係
で
一
般
の
方

が
家
を
建
て
る
の
は
難
し
い

特
例
を
受
け
る
に
は
地
域
で

の
要
請
が
必
要
だ
。
議
会
も

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

11/211/2半田半田

11/411/4伊達崎伊達崎
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●議長からの回答
頂いた意見、問 回　　答

・町に対するチェックができていない
のではないか。町長の言いなりでは

提出案件は、説明を求め質疑応答等を通して、各議員が判
断し、チェックはされていると考えます。

・町政のチェック機関としての役割
を果たしてもらいたい。

事務事業に対し政策形成過程等の説明を求めるなど、役割
を果たしてまいります。

●議会運営委員会からの回答
・「決算内容に関する質問への、明快
な答弁が必要」

わかりやすい説明、資料を求め、十分な議案調査を行った
上で質疑・質問し、明快な答弁を引き出す努力を続けます。

●総務文教常任委員会からの回答
・桑折保育所、幼稚園の民営化はお
かしい。絶対反対です。

町立保育所等存続陳情は、本会議で可否同数、議長裁決で
可否。結果からすれば議員個々の説明責任の遂行と、さら
なる議論の深化が必要と考えます。

●産業厚生常任委員会からの回答
・桑折保育所の民営化に反対について 限られた財源で運営、妊娠期から就学前にかけて子育て世

代を包括的な支援に向け常任委員会で調査研究する。

・イオンモール開設後の地域発達に
ついて

年間１千万人以上の来店、活性化と交流、関係人口の拡大
に拠点施設を整備し町内周遊を図る。

・地域おこし協力隊の対応について 桃を中心とした栽培技術や営農の在り方を「受け入れ農家」
や「関係団体」の指導等を受け活動を助成する。

●広報広聴常任委員会からの回答
・報告会への参加者を増やす策が必
要ではないか

参加者を増やす必要性はある。他町等の取組みを参考に周
知、内容等を工夫する。

・議会毎に懇談会、議会報告会を開
催して欲しい

回数に拘らず、皆さまの意見を聴く事は大切。どんな方法
が良いか考えます。

・「議会だより」を議員だけでなく職員
も１人専任で置くべきではないか

各議員は任期中、１年は編集を担当するのが本町議会の特
長だ。職員は専任ではないが関わっている。

・幼稚園や保育所など親が集まる場
所で開催して欲しい

開催場所の工夫は重要な粗粒。今後開催の参考にする。

・固有名が議員側から出るのはどう
か。議員は聞き手に徹するように

議員発言は以後注意します。意見を聴く場でもあるので、
的確な回答、進行にも更に工夫していく。

・議会だよりの説明は不要。その時
間を意見交換に充てて欲しい

決算の報告会も主に兼ねていた。今後、意見交換会の進行
を工夫していく。

・桑折地区４名は寂しい。他３地区
の状況はどの程度か

今年度は少なかった。議員、町職員を除き桑折７名、睦合８
名、半田９名、伊達崎10名でした。

令和４年度
議会報告・意見交換会で頂いたアンケートへの回答
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一部事務組合への町負担金令和３年度
単位：千円

区　　分 令和３年度 令和２年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度

公立藤田総合病院 58,485 59,743 91,834 75,326 72,707

伊達地方消防組合 208,482 208,724 209,554 203,440 196,030

伊達地方衛生処理組合 72,113 74,295 73,789 69,095 67,620

合　　計 339,080 342,762 375,177 347,861 336,357

◆ 一部事務組合とは 行政の能率化、効率化を図るため、特定の事務を関係市町村で共同処理する方式です。

公
立
藤
田
病
院
組
合

伊
達
地
方
消
防
組
合

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

�

選
出
議
員
　
原
　
　
賢
志

�

佐
藤
　
榮
三

�

齋
藤
　
松
夫

コ
ロ
ナ
対
策
に
奔
走

　
総
収
益
は
入
院
患
者
数
の
増
加
に
加
え
診
療
単
価
上

昇
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
回
数
が
増
え
委
託
収
益
が
増
収
、

コ
ロ
ナ
患
者
受
入
れ
補
助
金
等
増
収
。
総
費
用
は
給
与

費
増
。
支
払
利
息
、
雑
支
出
は
減
少
し

た
。
災
害
時
の
断
水
に
備
え
自
家
水
道

シ
ス
テ
ム
を
整
備
、
第
７
波
感
染
者
増

加
で
病
院
機
能
を
一
時
的
に
制
限
し
た

が
現
在
は
回
復
。
現
在
、
敷
地
内
薬
局

が
建
設
中
、
12
月
末
完
成
予
定
。

�

選
出
議
員
　
川
名
　
静
子

�

佐
藤
　
武
朗

市
民
・
町
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

　
当
組
合
に
は
、
梁
川
、
川
俣
、
霊
山
、
桑
折
の
４
地

区
に
分
署
が
あ
る
。
各
分
署
と
も
築
50
年
を
経
過
し
修

繕
を
繰
返
し
て
き
た
が
、
西
分
署
が
令
和
６
年
度
完
成

を
目
指
し
建
設
に
入
る
。

　
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
視
察
研
修

も
各
分
署
の
現
状
を
見
て
回
っ
た
。

そ
の
さ
中
に
も
救
急
車
の
出
動
や

消
防
署
へ
の
駆
け
込
み
等
、
限
ら

れ
た
隊
員
で
対
応
し
て
い
る
。

　

市
民
・
町
民
の
安
全
安
心
を

守
っ
て
く
れ
る
覚
悟
が
伺
え
た
。

�

選
出
議
員
　
半
澤
　
　
高

�

鈴
木
　
隆
志

福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了

　
令
和
４
年
10
月
27
日
開
催
の
定
例
会
で
は
、
繰
越
明

許
費
報
告
１
件
、
各
会
計
決
算
認
定
３
件
、
補
正
予
算

３
件
の
計
７
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

　
な
お
、
本
会
議
前
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
本
年

３
月
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
災
害
廃
棄
物

合
計
３
，
３
７
２
ト
ン
全
量
を
９
月
末
で
処
理
完
了
し

て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

�

選
出
議
員
　
片
平
　
秀
雄

　
収
益
的
収
支（
消
費
税
抜
き
）は
、
水
道
用
水
供
給
事

業
収
益
40
億
８
，
７
２
０
万
９
，
０
３
３
円
に
対
し
、

水
道
用
水
供
給
事
業
費
用
39
億
６
，
３
８
５
万
５
，
３

２
３
円
で
、
収
支
差
し
引
き
額
１
億
２
，
３
３
５
万
３
，

７
１
０
円
が
当
年
度
純
利
益
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
欠

損
金
16
億
４
，
６
５
５
万
２
，
２
７
４
円
に
当
年
度
純

利
益
を
加
え
た
15
億
２
，
３
１
９
万
８
，
５
６
４
円
を
、

未
処
理
欠
損
金
と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

　
資
本
的
収
支（
消
費
税
込
み
）は
、
資
本
的
収
入
が
８

３
３
万
８
，
０
０
０
円
に
対
し
、
資
本
的
支
出
が
17
億

８
，
９
４
３
万
８
，
４
５
９
円
と
な
り
、
資
本
的
収
入

額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足
す
る
額
17
億
８
，
１
１
０

万
４
５
９
円
は
、
過
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

資
本
的
収
支
調
整
額
５
，
２
４
０
万
７
０
０
円
及
び
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
17
億
２
，
８
６
９
万
９
，

７
５
９
円
で
補
て
ん
し
た
。
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研 

修 

会 

報 

告

　
県
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催

す
る
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に「
町
村
議
会
の
あ
り

方
と
今
後
の
議
会
改
革
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
を
意
識
し
て
」と
題
し

て
、
議
会
事
務
局
及
び
議
員
あ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基

に
、
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科

学
研
究
科　
準
教
授
の
河
村
和

徳
氏
が
講
演
し
た
。

　

明
治
以
前
は
名
主（
庄
屋
・

肝
煎
）が
、
戦
前
に
於
い
て
は
、

資
産
家
に
よ
る
名
誉
議
員
が
役

割
を
担
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、

戦
後
、
持
ち
込
ま
れ
た
民
主
主

義
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
的
議
員
像

が
定
着
し
、
現
在
は
、「
議
員

報
酬
は
高
い
」「
ム
ダ
な
議
員
を

減
ら
せ
」と
の
議
員
像
が
定
着

し
て
い
る
。

　
議
員
報
酬
・
定
数
削
減
が
議

会
活
動
へ
の
関
心
の
低
下
、
な

り
手
不
足
の
傾
向
に
つ
な
が
る
。

地
方
議
会
が
多
様
な
民
意
を
的

確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
報
酬
と
定
数
を
確
保
し
、
今

後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し

て
、
地
方
議
会
活
性
化
に
向
け
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と

の
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　

次
に「
日
本
政
治
の
行
方
。

ズ
バ
リ
解
説
、
政
局
の
焦
点
」

と
題
し
て
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
細
川
隆
三
氏
に
よ
り
、
主

に
、
安
倍
内
閣
の
次
の
後
継
者

と
し
て
の
前
菅
内
閣
、
現
岸
田

内
閣
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
講
演
を
終
え
た
。

　
伊
達
郡
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
研
修
会
全
３
回
コ
ー
ス
の

１
回
目
が
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
で
あ
る
福
島
大
学
行
政

政
策
学
類
教
授
の
佐
々
木
康
文

氏
よ
り
、「
地
方
自
治
体
に
お

け
る
行
政
と
議
会
の
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
」と
題
し
て
、講
義
が
あ
っ

た
。

　
講
義
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
Ｄ
Ｘ
は
、
単
に
紙
を
デ
ジ
タ

ル
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
に
移
行
で
き
る
も
の
は
移

行
し
、
シ
ス
テ
ム
に
任
せ
ら
れ

る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
任
せ
る
た

め
に
も
Ｄ
Ｘ
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
行
政
分
野
で
は
、

申
請
や
手
続
き
等
で
、
で
き
る

だ
け
足
を
運
ば
ず
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
え
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
省
力
化
を
図

り
、
デ
ジ
タ
ル
で
対
応
で
き
な

い
分
野
に
人
員
を
回
す
こ
と
の

対
応
に
遅
れ
が
あ
り
、
今
後
、

地
方
自
治
研
究
交
流

セ
ミ
ナ
ー（
第
１
回
）

11
／
４

地
方
自
治
研
究
交
流

セ
ミ
ナ
ー（
第
２
回
）

12
／
16

２
回
目
と
な
る
研
修
会
は
福

島
大
学
行
政
政
策
学
類
教
授
の

岩
崎
由
美
子
氏
を
講
師
に
、「
過

疎
地
域
指
定
と
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
」と
題
し
て
、
講
義

が
あ
っ
た
。

講
義
で
は
、
過
疎
地
域
の
課

題
と
し
て
、
高
齢
化
の
い
っ
そ

う
の
進
行
、
限
界
集
落
か
ら
消

滅
集
落
、
む
ら
の
農
離
れ
に
対

し
て
、
集
落
の
限
界
化
と
向
き

合
う
集
落
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
地
域
づ
く
り
、
人
材
に
よ
る

新
た
な
仕
事
づ
く
り
が
、
今
後

の
地
域
活
性
化
に
必
要
で
あ
る
。

若
年
女
性
の
定
着
・
回
帰
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
、
地
元
若
者

の
学
び
の
場
、
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
、
人
口
は

減
っ
て
も
人
材
は
増
え
る
、
人

が
人
を
呼
ぶ
、
し
ご
と
が
し
ご

と
を
つ
く
る
。
多
様
な
人
材
が

集
ま
る「
地
域
の
縁
側
」づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
地

域
づ
く
り
の
焦
点
で
あ
る
と
講

義
を
終
え
た
。
そ
の
後
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
講
師
が

議
員
席
に
出
向
い
て
の
対
応
と

な
り
、
多
く
の
議
員
か
ら
活
発

な
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
で
の
利
用

が
考
え
ら
れ
る
が
、
予
算
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
と
合
わ
せ
、
シ

ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
し
て
い
く

た
め
の
問
題
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
、
古
い
や
り
方
を
見
直

し
、
Ｄ
Ｘ
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会　
10
／
24
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま

桑
折
町
　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ「
イ
コ
ー
ゼ
」

国
見
町
　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー



議
員
活
動
状
況
報
告

活　動　状　況 対象者
議会定例会・臨時会
８月30日～９月13日　令和４年第７回議会定例会　 全 議 員
10月18日　令和４年第８回議会臨時会　 〃
新型コロナウイルス感染症（ＣOVID19）対策調査特別委員会
10月20日　11月17日　12月１日　 全 議 員
議会報告・意見交換会　
10月31日　11月１日　11月２日　11月４日　 全 議 員
議会全員協議会　
８月30日～９月13日　10月６日　10月18日　10月20日　11月１日　11月４日　11月21日　12月１日　 全 議 員
伊達地方消防組合議会
９月26日　伊達地方消防組合議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年度第３回伊達地方消防組合議会臨時会 〃
10月27日　伊達地方消防組合議会全員協議会 〃
　　〃　　　令和４年度第４回伊達地方消防組合議会定例会 〃
公立藤田病院議会
９月29日　公立藤田病院議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年度第３回公立藤田病院議会臨時会 〃
伊達地方衛生処理組合議会
10月27日　伊達地方衛生処理組合議会全員協議会 選 出 議 員
　　〃　　　令和４年度第３回伊達地方衛生処理組合議会定例会 〃
福島県町村議会議長会
10月11日　福島県町村議会議長会要望活動 議 長
10月12日　福島県町村議会議長会正副議長会議 〃
　　〃　　　福島県町村議会議長会理事・監査合同会議 〃
10月24日　福島県町村議会議員研修 全 議 員
11月８日　町村議会議長全国大会決議等に係る要望実行運動 議 長
11月９日　第66回町村議会議長全国大会 〃
　　〃　　　令和４年度町村議会議長全国大会 〃
福島県市町村総合事務組合議会
10月11日　福島県市町村総合事務組合議会定例会 議 長
伊達郡町村議会議長会
11月４日　伊達郡町村議会議長会主催地方自治研究交流セミナー 全 議 員
11月16日　第17回伊達郡町村議会議員大会決議事項等に係る要望活動 議 長
その他行事
９月10日　桑折町老人クラブ連合会しあわせ金婚夫婦表彰式 議 長
９月14日　令和４年度西根神社例大祭 〃
９月17日　桑折町小学校陸上競技大会 副 議 長
９月28日　桑折町表彰事案審査委員会 議 長
10月１日　琴平神社例大祭 〃
10月２日　福島県（県北）地区空手道選手権大会 〃
10月３日　桑折町新議員打合せ会 〃
10月７日　桑折町小・中学生「税に関する作品コンクール」審査 〃
　　〃　　　故羽根田八千代様叙勲伝達式 〃
10月８日　陸上自衛隊福島駐屯地創立69周年記念行事 〃
10月15日　桑折西山城まつり～城攻めウォークKOORI2022 〃
10月21日　桑折町小・中学生「税に関する作品コンクール」表彰式 〃
　　〃　　　令和４年度桑折町高齢者作品展 〃
10月22日　桑折町文化祭開会式 〃
　　〃　　　令和４年度桑折町高齢者作品展 〃
　　〃　　　佐藤富博様叙勲受章祝賀会 正 副 議 長
10月23日　桑折町文化祭芸能・ダンス発表会 議 長
　　〃　　　桑折町消防団検閲 〃
10月26日　伊達崎小学校創立150周年記念式典 〃
11月８日　ふくしま駅伝桑折町チーム選手壮行会 正副議長外
11月16日　令和４年度桑折町表彰式 全 議 員
11月20日　第34回市町村対抗福島縦断駅伝競走大会 〃
11月22日　百歳高齢者知事祝賀贈呈式 議 長
　　〃　　　桑折町商工会第59回優良従業員等表彰式 〃
11月24日　百歳高齢者知事祝賀贈呈式 〃
12月４日　JR桑折駅イルミネーション点灯式 〃

　　　　　　　　　議員活動状況報告 　　　　令和４年９月定例会報告以降

詳しくは、こちらから
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　昨年末、旧伊達郡役所のリニューアルイベ
ント当日に大きな虹が出た。「町の財産を守
り、文化をつないでゆけ！」と言わんばかりに。
　新年を迎え元旦祭。諏訪神社では後継者の
青年による儀式の執行。その姿は凜としてい
た。益子神社では笛・太鼓と杖術。壁にはこ
こを守り続けてきた人達の多数の写真。特に
子ども達の様子には心温まる。益子千代節は
地元の方が作ったそうだ。
　この町には、先人達が悠久の時を刻んで残
してくれた多くの宝物がある。これらを守り、
次の世代に手渡す責務が、今を生きている私
達にあることは言うまでもない。
� 羽根田ひとみ
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「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

（
４
地
区
３
名
ず
つ
秋
号
発
行
後
）

・
毎
回
読
む�

５
名

・
目
に
し
た
時
に
読
む�

５
名

・
ま
っ
た
く
読
ま
な
い�

１
名

・
今
回
初
め
て
読
ん
だ�

１
名

「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で
気
づ

い
た
点
・
要
望
な
ど

・
質
疑
応
答
が
型
に
は
ま
っ
て

い
る
。
一
般
庶
民
に
も
わ
か

り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

・
施
設
並
び
に
改
良
工
事
等
、

優
先
順
位
を
付
け
実
施
願

い
た
い
。
そ
の
際
計
画
・

業
社
名
全
て
記
載
願
う
。

・
町
の
ブ
ラ
ン
ド
桃
の
Ｐ
Ｒ

が
他
県
よ
り
少
な
い
。
宣

伝
等
に
経
費
を
掛
け
、
日

本
一
を
目
指
す
こ
と
も
大

切
で
は
な
い
か
。

・
中
央
道
開
通
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
町
政
は
良
く
な
る
と
思

う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
し

て
の
具
体
的
な
案
見
が
な
い
。

ま
た
、
新
し
い
橋
が
余
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。
耐
震
性

が
な
い
。
経
費
の
無
駄
に
す

ぎ
な
い
。
完
全
普
及
は
い
つ

に
な
る
の
か
。�（
60
代
男
性
）

・
住
み
た
い
町
一
番
と
の
事

だ
が
、
人
口
が
増
え
な
い

の
は
な
ぜ
か
。（
70
代
女
性
）

・
次
の
世
代
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
の
で
町
政
に
関

す
る
事
の
コ
ラ
ム
や
用
語
辞

典
的
な
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
で

き
る
だ
け
分
り
や
す
く
、
楽

し
い
も
の
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

�

（
40
代
男
性
）

・
広
報
紙
全
体
の
紙
質
の
工

夫
で
経
費
を
節
減
し
て
は

ど
う
か
。�

（
60
代
女
性
）

・
歳
入
で
自
主
財
源
は
30
％

近
く
で
あ
り
、
他
か
ら
の

財
源
が
70
％
で
あ
る
こ
と

に
お
ど
ろ
い
た
。

�

（
60
代
女
性
）

・
異
常
気
象
に
よ
る
防
災
や
農

作
物
に
あ
た
え
る
影
響
な
ど

も
議
題
に
し
て
ほ
し
い
。
生

活
に
密
着
す
る
食
住
の
問

題
は
重
大
だ
。（
80
代
女
性
）

・
議
会
だ
よ
り
は
二
色
刷
り

だ
が
、
そ
の
色
を
号
ご
と
に

違
え
る
等
の
工
夫
に
感
心

し
て
い
る
。

・
議
員
の
写
真
は
マ
ス
ク
無
し

の
も
の
を
使
用
し
た
方
が
よ

い
と
思
う
。

・
議
員
の
質
問
に
対
し
て
の
答

弁
、
整
合
性
が
と
れ
て
い
な

い
事
が
多
く
、
か
み
あ
わ
な

い
ま
ま
の
議
論
に
疑
問
を

持
つ
。
そ
れ
か
ら
の
議
論
を

期
待
し
た
い
。（
60
代
女
性
）

　議会広報委員では発行後、各地区数名の方々にアン
ケート調査にご協力を頂いております。
　皆様からの率直な生の声として、「町民の声」のページ
に掲載しております。“わかりやすい、伝わる紙面づくり”
編集に生かさせて頂きます。


